
 
 

令和２年度 南中学校 校内研究 

 

１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 研究仮説 
 
 
 
 
 研究仮説を「やまなしスタンダード」と「甲府スタイル」の視点を参考に具体的に例示した手立てを

以下のように示しておく。（H29 年度に研修仮説としていたものである。） 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自ら気づき、考え、互いに認め合いながら、学び合える生徒の育成 
～主体的・協働的に学ぶ授業と「考え、議論する」道徳授業を通して～ 

【南中としての「学び合い」の姿】 
    ○自分の考えを持つ。 
    ○自分の考えを述べ、他の考えを聞く。 
    ○他の考えを聞いて、自分の考えと比較する。 
    ○自分の考えを再考し、他と共有する。 

授業の中に「南中としての学び合いの姿」を意識した「学び合いの場」を設けることに

よって、生徒自身の知識や理解が深まるだろう。 
・以下の①～⑦の手立てを入れた授業を通して。 

① 「めあて」の掲示をすることで、 
   生徒が本時の学習内容を知り、「見通し」をもちやすくなる。 
② 身近な題材や生徒の興味関心を引くような課題設定、課題解決的なテーマ（動き出したく

なる課題）を工夫することで、 
   生徒が進んで課題に取り組もうとする姿勢が生まれる。 
   （課題解決的なテーマとは？＝「なぜ、どうして･･･だろうか？」） 
③ 教材・教具の工夫をすることで、 
   生徒の思考を助け、理解の促進（深い学び）への入口となる。 
④ グループ学習を取り入れることで、 
   生徒同士の意見交換を行ったり、教え教わり合ったりすることを通して、生徒の思考が

深まる。 
⑤ 個で考える時間や全体で話を聞く時間を、グループ学習の時間と意識的に使い分けることで、 
   グループ学習が更に効果的に行われ、この定着の手助けとなる。 
⑥ 「振り返り」の時間を確保することによって、また、いつ「振り返り」をさせるのか（１時間

毎か、課題や単元毎か、またはその両方か等）工夫することで、 
   生徒の学習内容の定着を助けることができる。 
⑦ 「振り返り」の内容を工夫することで、 
   学習内容のポイントを絞って生徒に再認識させることができる。 



 
 

３  研究の方向性 
１）研究の柱 

    「道徳研究」を中心に行う 
      ・道徳科においても「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行う必

要があり、生徒一人一人の「考える→議論する→自己の思考の再構築」を活発にし

ていくため。 
      ・道徳科における「見方・考え方」を念頭に、生徒たちが主体的になって学べる指導

力の向上を図る。 
 

２）研究内容 
    【主研究】①道徳研究 「学年グループ」 研究授業各学年１本  
 
    【実 践】②教科実践（授業改善） 一人一実践を含む 
         ③学力向上のための、家庭学習の支援方法と内容の工夫 
 
     ＊家庭学習の情報共有は年２回（夏：PD と現状の課題、第８回：CA）とする。 
     ＊授業参観は道徳の研究授業以外に、他教科の授業（一人一実践等）を必ず１回以上参

観する。また、普段の授業も積極的に観合う。回数目標としては、道徳、他教科を合

わせて２回以上を設定する。 
（交流数は研究の達成を図る年度末のアンケートで例年通りの形で問う） 

     ＊見たら、見せてもらった人と見た人が必ず、口頭や簡単なメモで交流を行う。 
 

３）研究の方法 
    ①道徳研究について 
     ・道徳の全ての時間で振り返りシート（OPP）を用いる。 
     ・「考える→議論する→自己の思考の再構築」を活発にするための工夫を継続し、研究

授業を学年１本行う（初任者を含む、若手・中堅の学級担任が授業者となる）。 
     ・指導案検討は学年＋学年以外（教務・特支）で行う。研究授業に向けて、研究授業以

外の学級で（基本）担任がプレ授業を行い、担任を持たない教員は参観をし、授業案

の検討に関わる。 
     ・学年以外の教員は、指導案検討に関わり、指導・助言を行う。 
     ・授業参観は他学年（次学年等）の道徳の授業を参観し、参観した学年の分析を行う。 

・参観した学年の授業とその分析を全体会で共有する。 
  ※研究授業は特設６時間目を設定し、３本一斉に行う。授業後、分科会で分析し、全体

会で共有する。 
 

②教科実践（授業改善）について 
・各学年の生徒実態（アンケート結果：学齢や学年集団によって異なる課題）に基づき、

学校全体で設定した仮設を基に具体的な手立てを研究・検証し、確かな学力向上のた

めの授業改善を行う。 



 
 

      ※資質向上のため、日常の授業や一人一実践の授業を観合う。 
若手・中堅・ベテランの授業を意識的に互いに参観し合い、口頭や各自の（授業者

や参観者が用意したものがあれば）簡単なメモでコミュニケーションを図る。 
 
    ③学力向上のための、家庭学習の支援方法と内容の工夫 
     ・昨年度同様、学年単位で PDCA サイクルの視点で進める。 
     ・夏に PD の紹介と現状の課題を発表し、課題解決のアイディアを全体で考え、交流。 
      第８回に CA を交流する。 
 
４）校内研究の時間の中で行わねばならないことの確認 

  ・３観点評価（知識・技能、思考・判断・表現力、主体的に学習に取り組む態度）の理解・確認 
   指導主事を招聘した学習会を夏の校内研で実施 → 年間指導計画の作成 
 
 ４  研究計画 
＜はじめの確認 Plan＞ 

・第１回校内研究会 ４月１７日（金） 
全体会 ・本年度研究の確認 

・指導案（道徳・教科）の形式の提案 
           ・生徒実態把握アンケートについて（授業・家庭学習） 
          ・家庭学習について 

 ※「学級開き」資料提出 （５月１５日（金）までに担任は各学年研推→研究主任） 

  ・５月（校内研なし） 
     ※家庭学習アンケート実施（５月１８日（月）～２２（金）） 

生徒実態を受けた家庭学習 Plan 検討、家庭学習の本格指導・支援の開始 
     ※授業アンケート実施（６月１日（月）～５日（金）） 

・第２回校内研究会 ６月２９日（月） 
①全体会 （本日の確認・検討結果の報告共有） 

     ②学年研究会 ・道徳研究授業 教材・授業者・指導項目  決定・報告 
・授業アンケート分析（生徒の実態把握） 
・生徒実態を受けた教科実践（授業改善）の方向性検討 
※生徒実態をもとにした日々の授業改善の開始 

 
＜実践研究 Do＞ 
  ・７月（校内研なし） 
     ※道徳研究授業 道徳：略案（導入・発問・終末）や学習プリント・プレ計画検討 
     ※教科実践 一人一実践の指導案づくりをすすめる 
  ・第３回校内研究会 【夏季休業中】８月２４日（月） 

①教科研究会 ・教育課程説明会還流報告（各教科）・ 
・指導案についての交流 

②全体研究会（３観点評価学習会 ※指導主事招聘）※PM 



 
 

 
  ・第４回校内研究会 【夏季休業中】８月２５日（火） 

①全体研究会 ・教育課程説明会還流報告（総・道・特活） 
・家庭学習指導 Plan と Do の交流 

②学年研究会（道徳指導案検討・完成） 
  ・９月（校内研なし） 
     ※道徳研究授業に向けて各学年で準備 
  ・第５回校内研究会（道徳研究授業・研究会） １０月２１日（火） 

※道徳参観学年の決定・事後研究会について（事前確認：共通の見取りの視点） 
 
＜研究のまとめ Check＞ 
  ・１１月（校内研なし） 
     ※道徳研究授業のまとめ・入力 
  ・第６回校内研究会 １２月４日（金） 

①全体会 （本日の確認・来年度年間指導計画作成について） 
     ②教科研究会 ・来年度年間指導計画の検討・作成 
     ※生徒授業アンケート（１２月１４日（月）～１２月１８日（金））実施・入力 

※教員アンケートの実施と１月８日（水）までの入力 
  ・第７回校内研究会 １月２２日（金） 
     ①全体研究会（本日の確認） 
           ・教員アンケート 生徒アンケートの結果報告 

②学年研究会・家庭学習指導 Check・Act の検討（入力） 
・生徒授業アンケートの学年分析（入力） 
・学年グループ（道徳研究授業・日々の授業改善）のまとめ（入力） 

 
＜成果と課題の把握、来年へ Act＞ 
  ・第８回校内研究会 ２月２６日（金） 
     全体研  ・本年度のまとめ 
          ・生徒授業アンケート、家庭学習指導について交流 

・来年度の方向性提案・検討 
  ・職員会議内（第９回校内研究会）３月１５日（月） 
          ・来年度の方向性（仮）報告 
 


